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:  は  じ め に

土壌の有効態養分を評価する場合には,養分供給力の潜

在的な大きさ (容量因子 )と 養分が土壌溶液中へ放出され

る可給化過程 (強度因子 )の両面を考慮に入れなければな

らない。土壌養分の中で燐酸は,土壌による吸着力が強く,

また,そ の吸着特性は上壌によって著しく異なり,可給態

養分量を評価する上で,特に強度因子についての検討が必

要な養分である。現在,土壌可給態燐酸の測定法としては ,

トルオグ法,ブ レイ第 2法などの抽出法が広く使用されて

ている。これらの方法で得られた測定値は,主に可給態燐

酸の容量因子的側面を表したものであり,こ れらの方法に

よって得られた土壌診断基準を燐酸吸着特性の著しく異な

る十壌間に―‐律に適用することには問題がある。

主に蜘隻因子の面から●J給態燐酸を評価する方法として ,

Fox and Kamprathl)が 提唱している吸着曲線を利用

した力去力ち る。そこで,本法の適用可能性を探るために
,

燐酸吸着特性の異なる3種類の上壌において,大豆の燐酸

施用量試験を行い,土壌の燐酸吸着特性と大豆の生育の関

係について検討を加えた。

2実 験 方 法

(峨試土壌 : 東北農業試験場構内人工圃場の 3種類の

壌 (厨川中性火山灰土 .石鳥谷沖積土,松川花高岩質土 )

を供試した。供試上壌の化学性を表 1に示 した。

表 1 供試土壌の性質

共通肥料 :窒素 (硫安 )-2″N/10`

加里 (硫安 )-10″ K20/10′

これらの肥料を全量基肥として作条に施用した。

規模 :20× 48れ (96″ )2反復

●燐 酸吸着実験 : 施肥前に採取 した風乾土 (<2m)
に, 0～ 100 p P2 0 5の 燐 酸 (Ca(H2P04)2)
を含む0 01MCaCl溶液を土壌に対して 1:10の 割合で

加えた。これを時々振とうしながら25℃で24時間放置後 ,

戸過 し,炉液中の燐酸濃度を測定し,こ れを平衡燐酸濃度

とした。

3 結 果 と 考 察

大豆に対する燐酸施肥の効果は,土壌の種類によって異

なった (表 2)。 すなわち,燐酸吸収係数の高い厨川上壌

では燐酸増施の効果が極めて高く,一方,燐酸吸収係数が

比較的低く, トルオグ燐酸の多い石鳥谷土壌では生育前半

には燐酸増施の効果が認められるものの,15″の多量施用

では過繁茂により5″施用区よりも収量は下回った。最も

燐酸吸収係数の低い松川土壌は,石鳥谷土壌と同様の傾向

を示したが,燐酸増施の効果は 7月 上旬に認められたのみ

であった。このように,土壌
'1の

燐酸施肥反応を, トルオ

グ燐酸量,燐酸吸収係数から定性的に説明することはでき

るが,こ れらの値のみから大豆の燐酸施肥反応を定量的に

解析することは難しい。

表 2 大豆の生育量及び収量

12)大豆に対する燐酸施用量試験 : 上記の上壌において

昭和57年に人豆に対する燐酸施用量試験を行った。

品種 :ナ ンプンロメ

栽植方法 :80m X20ぃ . 1株 2本立て

5月 18日 播種,10月 18日 収穫

処理 :燐酸施肥 3水準 0, 5,15″ P205/10α

(過燐酸石灰として )

注 ( )は 無燐酸区に対する指数

そこで,「oxらの方法に基づいて大豆の燐酸施肥反応を

燐酸吸着曲線を用いて解析することを試みた。すなわち ,

燐酸肥料が施肥幅16m・ 耕深20cnに均一に混合されたと仮

定し,各土壌の容積比重に基づいて施肥位置における施肥
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燐酸濃度 (添加燐酸濃度 )を求め,次に吸着実験の結果得

られた燐酸吸着曲線上から各燐酸施肥量に対応 した平衡燐

酸濃度を読み取った(図 1)。 読み取った平衡燐酸濃度と

S0                  100 ロ

黍力1燐 酸濃度 0

図 1 燐酸吸着曲線

注. 図中の矢印 数字は,燐酸施肥量とそれに
対応する添加燐酸濃度を示している。

大豆の生育量,燐酸吸収量の関係は土壌の種類によらず一

本の曲線で表された(図 2)。 このことは,大豆の生育を

規定している可給態燐酸量は,土壌の燐酸吸着特性の違い

によらず平衡燐酸濃度によって統一的に表し得ることを示

している。また,図 2か ら大豆の生育量を最大にするため

には根圏土壌の平衡燐酸濃度が約01脚 P205以 上ある

ことが必要と考えられる。図 2では05「 ROで最高吸

収量を示したが,この値はFoxらの主張する02孵 Pにほぼ

等 しい。これらの事実はまた,日標とする平衡燐酸濃度を

達成するために必要な添加燐酸量 (す なわち ,燐酸施肥

量 )を ,本法によって実験室的に求めることができること

を示している。

以上述べてきたょうに,吸着曲線を用いた可給態燐酸の

評価法は,抽出法による既存の測定法に比べ有効性は高い

と考えられる。しかしながら,吸着曲線を作成するための

方法は簡使とは言い難い。本法を土堰診断事業に活用して

いくためには,①燐酸吸着特性に関するパラメーターを簡

便に求める方法,②作物毎の最適平衡燐酸濃度の決定など

について検討が必要である。

平 衡 憐 麟 濃 度 (P,O`)(P)

図 2 平衡燐酸濃度と大豆の生育量 燐酸吸収量
の関係
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